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 研究要旨：ミクリッツ病の診断基準は 2008 年に公表されているが、ミクリッツ病分科会で議論し改訂作業
を進行中である。ミクリッツ病を含む IgG4 関連疾患症例に対する多施設共同前方視的治療研究を行った。
IgG4 関連疾患の診断が確実であれば、中等量ステロイドは初期には全例に奏功する事が確認できた。鑑別診
断を除外する目的でも、初期のステロイド反応性は重要である。 
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Ａ．研究目的 
  IgG4関連ミクリッツ病の診断基準・重症度分
類・治療指針の確立と評価を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
 ミクリッツ病の診断基準改定についてミクリッ
ツ病分化会内で議論を行なった。 
 治療法については、これまで前方視的研究のデー
タがなかったため、多施設共同前方視治療研究を行
い、ミクリッツ病を含むIgG4関連疾患のステロイド
治療の奏功率、有害事象などにつき検討した。    
    
 
（倫理面への配慮） 
   前方視治療研究について、インフォームド・コ
ンセントはプロトコール添付の説明文書および同
意書を用いて口頭で十分に説明した上で、文書での
同意を取得した。個人情報保護のため匿名化し、診
療番号登録管理者が情報を管理した。 
 
Ｃ．研究結果 
   ミクリッツ病の診断基準について涙腺・唾液腺
病変の分化会長である髙橋裕樹先生を中心に改訂
案が提案された。 
  前向き治療研究の結果、少なくとも病初期には
中等量ステロイドが著効する事を初めて前向き研
究で証明した。   
 
Ｄ．考察 
 中等量ステロイド治療は、IgG4関連疾患の診断が
確実であれば、初期には確実に有効である。鑑別診
断を除外する目的で初期のステロイド反応性は重
要である。 
 
E. 結論 
 日本から前向き研究の成果を報告し、IgG4関連疾
患に対するステロイド治療のエビデンスを発信で
きた。 
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